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2012  Vol.636
◆特集○話題の焦点

次世代エネルギーの可能性について考える
　　　～次世代エネルギーパークレポート～
◆夢インタビュー

笑顔で観る人を元気にする 華やかな舞台がチアダンスの魅力
◆第18回夢けんせつフォトコンテスト

受賞作品紹介
◆おじゃまします

三大宝建設株式会社

秋



次世代エネルギーの可能性について考える
～次世代エネルギーパークレポート～
　エネルギー問題や環境問題の解決を図るため、太陽光・水力・バイオマスといった「再生可能エネルギー」や、省エネ・省ＣＯ₂技術
の開発・利用への期待が高まっています。
　今回の特集では、滋賀県建設業協会広報委員会のメンバーが、堺市にある「大阪ベイエリア・堺次世代エネルギーパーク」の２つ
の施設をレポートしました。

新
し
く
便
利
に
な
っ
た
街
や
施
設
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

2012 Vol.636 秋
C O N T E N T S

　

滋
賀
県
で
は
、
平
成
５
年
頃
か
ら
戦
争
体
験

者
の
聴
き
取
り
調
査
や
資
料
の
収
集
が
始
め
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
に
1
3
0
0
人
以
上
の
体
験
談

と
約
２
万
5
0
0
0
点
の
資
料
が
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
体
験
談
や
資
料
を
も
と
に
、

戦
争
を
経
験
し
た
方
々
の
思
い
や
平
和
へ
の
願

い
を
次
の
世
代
に
語
り
継
ぐ
た
め
に
、
20
年
の

構
想
を
経
て
平
成
24
年
３
月
に
滋
賀
県
平
和
祈

念
館
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
3
，０
５
５
平
方
メ
ー
ト
ル
の
旧

愛
東
町
役
場
の
庁
舎
を
改
修
し
た
も
の
で
、
主

に
１
階
が
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
平
和
の
燈
」
が
灯
る
玄
関
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

に
続
く
基
本
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
床
一
面
に

描
か
れ
た
衛
星
写
真
の
滋
賀
県
全
図
に
、
飛
行

場
な
ど
の
軍
関
連
の
施
設
や
大
阪
な
ど
か
ら
の

学
童
疎
開
を
受
け
入
れ
た
学
校
、
空
襲
を
受
け

た
地
域
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、

自
分
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
地
域
や
身
近
な
場

所
に
も
、
戦
争
に
関
連
す
る
施
設
や
で
き
ご
と

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

企
画
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
収
集
さ
れ
た
資

料
の
中
か
ら
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
展
示
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
戦
地
か
ら
家
族
に
送
ら
れ
た
手

紙
や
当
時
の
世
相
を
伝
え
る
写
真
、
軍
服
や
千

人
針
な
ど
の
展
示
や
説
明
か
ら
、
戦
時
下
の
暮

ら
し
や
人
々
の
思
い
に
つ
い
て
学
び
、
戦
争
の

悲
惨
さ
に
つ
い
て
考
え
る
コ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
、
学
校
で
の
展
示
や
学
習
、
資

料
の
貸
し
出
し
な
ど
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
カ

ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、
学
校
や
地
域
の
平
和

学
習
の
支
援
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
演
会
な
ど
が
開
催
で

き
る
地
域
交
流
室
や
研
修
室
も
設
け
ら
れ
て
い

て
、
平
和
学
習
講
座
や
戦
争
体
験
者
の
お
話
し

会
な
ど
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
67
年
を
経
て
、
戦
争
の
記
憶
が
風
化
し

つ
つ
あ
る
今
、
改
め
て
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て

考
え
、
次
の
世
代
に
語
り
継
ぐ
た
め
に
、
ぜ
ひ

訪
れ
て
み
た
い
施
設
で
す
。

　

現
在
、
平
和
祈
念
館
で
は
、
秋
季
企
画
展
示

「
八
日
市
飛
行
場

−

飛
行
場
が
あ
っ
た
街

−

」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
日
市
飛
行
場
と
、

飛
行
場
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
東
近
江
地
域

に
残
る
戦
争
の
記
憶
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る

体
験
談
や
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
12

月
22
日
ま
で
）

所
在
地　

東
近
江
市
下
中
野
町
4
3
1
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

0
7
4
9-

4
6-

0
3
0
0

開
館
時
間　

９
時
30
分
～
17
時

休
館
日　

月
・
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開

館
）、
年
末
年
始

入
館
料　

無
料
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笑
顔
で
観
る
人
を
元
気
に
す
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華
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か
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舞
台
が
チ
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ダ
ン
ス
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魅
力

ち
あ
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ー
る
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組
　
大
前
セ
ツ
子

ビ
ジ
ネ
ス
最
前
線
…
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…
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株
式
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ワ
タ
セ

第
18
回
…
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…
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…
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け
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せ
つ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
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介
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じ
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ま
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す
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…
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株
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建
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探
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柳
ケ
瀬
ト
ン
ネ
ル

「
仕
事
の
達
人
・
遊
び
の
達
人
」…
…

17

腰
痛
予
防
の
た
め
に
始
め
た
ラ
ン
ニ
ン
グ

オ
フ
タ
イ
ム
も
ア
ウ
ト
ド
ア
で
オ
ン
タ
イ
ム

菅
　
豊
三
郎

パ
ズ
ル
と
ク
イ
ズ

近
江
う
ま
い
も
の
紀
行
…
…
…
…
…

18

夢
け
ん
ひ
ろ
ば

読
者
の
声
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

19

編
集
後
記

表
紙
写
真

「
ま
な
ざ
し
」
杉
本
　
弘
樹

「
語
ら
い
の
小
径
」
藤
野
　
直
子

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る�

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク

　

次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
実
際
に
国
民
が

見
た
り
触
れ
た
り
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
地
球

環
境
と
調
和
し
た
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
国
民
の
理
解
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

19
年
度
か
ら
経
済
産
業
省
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
推

進
し
て
い
る
の
が
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」
計

画
で
す
。

　

環
境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
、
低
炭
素
都
市
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
堺
市
で
は
、
高
効
率

の
火
力
発
電
所
や
国
内
最
大
級
の
太
陽
光
発
電
施
設

「
堺
太
陽
光
発
電
所
」、
廃
木
材
か
ら
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
を
製
造
す
る
世
界
初
の
工
場
「
株
式
会
社
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

堺 

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
事
業
所
」
な
ど
、
10
施
設
か

ら
な
る
「
大
阪
ベ
イ
エ
リ
ア
・
堺
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ク
」
を
大
阪
府
と
共
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

堺
太
陽
光
発
電
所 

甲
子
園
球
場
約
５
個
分
、日
本
最
大
級
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

建
設
費
・
維
持
管
理
費
の�

低
コ
ス
ト
化
を
実
現

　

堺
太
陽
光
発
電
所
は
、
堺
市
と
関
西
電
力
株
式
会
社

の
共
同
事
業
で
、
約
21
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
甲
子
園
球
場
約

５
個
分
の
敷
地
に
お
お
よ
そ
７
万
４
０
０
０
枚
の
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
た
国
内
最
大
級
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
（
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
）

で
す
。

　

工
事
は
１
期
、
２
期
、
３
期
に

分
け
て
行
わ
れ
て
、
平
成
23
年
９

月
に
す
べ
て
の
営
業
運
転
が
始
ま

り
ま
し
た
。
最
大
出
力
は
１
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
、
年
間
で
約
３
０
０
０

世
帯
の
一
般
家
庭
で
使
用
さ
れ
る

約
１
，１
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア

ワ
ー
の
電
気
を
発
電
し
、
年
間
約

４
，０
０
０
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
²
削
減

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

建
設
に
当
た
っ
て
、
関
西
電
力

で
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置
方
法
や
維
持
管
理
法
な

ど
を
徹
底
的
に
検
討
し
て
低
コ
ス
ト
化
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

例
え
ば
、
一
般
的
に
日
本
で
発
電
効
率
の
高
い
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
の
傾
斜
角
は
30
～
35
度
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
海
辺
に
面
し
た
立
地
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
風
圧
に

耐
え
ら
れ
る
基
礎
部
分
を
建
設
す
る
た
め
に
か
か
る
コ

ス
ト
な
ど
を
考
慮
し
て
、
傾
斜
角
15
度
と
い
う
ゆ
る
や

か
な
傾
斜
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

産
業
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
１

平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
２
ト
ン
以
下
の
荷
重
し
か
か
け

ら
れ
な
い
こ
と
や
、
盛
り
土
分
の
50
セ
ン
チ
以
内
し
か

掘
れ
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
傾
斜
を
ゆ
る
く
す
る
こ

と
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
部
分
を
で
き
る
だ
け
小

さ
く
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
通
常
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
支
え
る
た
め
に

取
り
付
け
る
鋼
製
の
架
台
を
用
い
ず
に
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
基
礎
に
パ
ネ
ル
を
直
付
け
し
た
こ
と
で
、
コ
ス
ト
を

抑
え
、
地
面
に
か
か
る
荷
重
も
軽
減
し
て
い
ま
す
。

　

埋
立
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
地
盤
沈
下
の
影
響
を
考
慮

し
て
、
パ
ネ
ル
を
支
え
る
基
礎
が
不
等
沈
下
し
て
も
、

戦時下の滋賀の人々の写真が掲げられた
エントランス

館内には当時の暮らしを伝える展示が行われている地域や学校での平和学習の相談
などに応じるカウンター

床に描かれた滋賀県全図には空襲を受けた地域
などが示されている

旧愛東町役場を改修した平和祈念館

エントランスに灯された「平和の燈」

風の影響を考慮して15度というゆるやかな傾斜角でパネルが設置されている

軟
弱
な
地
盤
へ
の
荷
重
を
軽
減
す
る
よ
う

工
夫
さ
れ
た
土
台

23



次世代エネルギーの可能性について考える

そ
れ
を
吸
収
で
き
る
特
殊
な
取
付
金
具
を
開
発
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
コ
ス
ト
削
減
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、
無
人

で
運
営
で
き
る
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
普
段
は
大
阪
市

に
あ
る
給
電
制
御
所
で
遠
隔
監
視
を
行
い
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
は
月
に
一
度
、
社
員
が
巡
回
し
て
異
常
が
な
い
か

を
点
検
し
て
い
ま
す
。

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て�

太
陽
光
発
電
の
普
及
に
取
り
組
む

　

太
陽
光
発
電
は
、
１
日
の
間
に
出
力
が
大
き
く
変
動

す
る
ほ
か
、
気
象
条
件
に
よ
り
細
か
く
出
力
が
変
わ
り

ま
す
。
太
陽
光
発
電
が
大
量
に
導
入
さ
れ
る
と
、
電
気

の
使
用
量
と
発
電
量
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
周
波
数
が

変
動
し
て
品
質
が
低
下
し
ま
す
。

　

関
西
電
力
で
は
、
需
給
制
御
の
た

め
に
蓄
電
池
を
活
用
し
て
、
気
象
の

変
動
な
ど
が
あ
っ
て
も
周
波
数
を
一

定
に
保
つ
電
力
需
給
制
御
シ
ス
テ
ム

の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
堺
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

し
て
低
酸
素
社
会
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
広
く
発
信
で
き
る
よ
う
、

昼
間
は
赤
い
シ
ー
ト
で
、
夜
間
は
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
で
描
か
れ
た
「
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ

Ｒ 

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
の
文
字
が
、
関
西

国
際
空
港
へ
の
帰
着
便
か
ら
見
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
堺 

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
事
業
所 

世
界
初
、
廃
木
材
か
ら
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
製
造

建
設
廃
木
材
を�

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
有
効
利
用

　

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
は
動
植
物
か
ら
生
ま
れ
た
再
生
可

能
な
燃
料
で
、
化
石
燃
料
に
代
わ
る
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
と
う
も
ろ
こ
し
、
廃

木
材
な
ど
を
発
酵
さ
せ
て
、
蒸
留
し
て
作
ら
れ
る
植
物

性
の
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
で
す
。

　

植
物
は
大
気
中
か
ら
Ｃ
Ｏ
²
を
吸
収
し
て
成
長
す
る

た
め
、
燃
や
し
て
も
Ｃ
Ｏ
²
の
総
量
が
増
え
な
い
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
燃
料
と
し
て
、
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
の
利
用
は
Ｃ
Ｏ
²
排
出
量
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
は
ガ
ソ
リ
ン
と
混
ぜ
て
使
う
の

が
一
般
的
で
、
日
本
で
は
現
在
法
律
で
３
％
ま
で
混
合

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

株
式
会
社
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
堺 

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
事
業

所
の
製
造
プ
ラ
ン
ト
は
、
平
成
19
年
に
廃
木
材
か
ら
エ

タ
ノ
ー
ル
を
製
造
す
る
世
界
発
の
商
業
プ
ラ
ン
ト
と
し

て
完
成
し
ま
し
た
。

　

食
料
で
あ
る
農
産
物
を
原
材
料
と
せ
ず
、
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
利
用
法
の
な
か
っ
た
建
設
廃
木
材
や
木
く
ず
を

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
有
効
利
用
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
環
境
省
の
「
地
球
温
暖
化
対
策
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
事
業
」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
ト
を
可
能
に
し
た
の
が
遺
伝
子
組
み
替

え
菌
「
Ｋ
Ｏ
11
（
ケ
ー
オ
ー
イ
レ
ブ
ン
）」
で
、
こ
れ

ま
で
技
術
的
に
難
し
い
と
さ
れ
て
き
た
木
材
に
多
く
含

ま
れ
る
Ｃ
５
糖
（
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
）
を
エ
タ
ノ
ー
ル

に
転
換
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

発
電
も
廃
木
材
で
、�

糖
液
回
収
残
さ
も
燃
料
と
し
て
出
荷

　

プ
ラ
ン
ト
で
は
、
ま
ず
廃
木
材
が
エ
タ
ノ
ー
ル
原
料

用
と
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
用
に
分
別
さ
れ
、
破
砕
機
で
12
ミ

リ
以
下
の
チ
ッ
プ
に
粉
砕
さ
れ
ま
す
。
原
料
用
チ
ッ
プ

は
「
加
水
分
解
・
糖
液
回

収
設
備
」
で
、
蒸
気
に

よ
る
熱
と
圧
力
と
硫
酸

を
触
媒
と
し
て
、
糖
液

と
糖
液
回
収
残
さ
「
リ
グ
ニ
ン
」
に
分
解
さ
れ
ま
す
。

糖
液
は
中
和
し
て
発
酵
槽
に
送
ら
れ
、
こ
れ
に
Ｋ
Ｏ
11

を
加
え
て
48
時
間
か
け
て
発
酵
さ
せ
た
低
濃
度
の
エ
タ

ノ
ー
ル
は
、「
濃
縮
・
蒸
留
・
脱
水
」
設
備
で
ガ
ソ
リ

ン
に
添
加
で
き
る
品
質
に
精
製
さ
れ
て
、
燃
料
用
エ
タ

ノ
ー
ル
と
し
て
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
エ
タ
ノ
ー
ル
原
料
に
適
さ
な
い
廃
木
材
は
、

ボ
イ
ラ
ー
設
備
に
投
入
さ
れ
、
蒸
気
回
収
し
熱
源
や

タ
ー
ビ
ン
発
電
に
利
用
し
、
余
剰
電
力
は
売
電
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、糖
液
回
収
残
さ
「
リ
グ
ニ
ン
」
は
、ボ
イ
ラ
ー

の
廃
熱
で
乾
燥
さ
せ
た
後
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
生
産
能
力
は
年
間
１
，４
０
０
キ
ロ
リ
ッ
ト

ル
、
処
理
さ
れ
る
建
設
廃
木
材
や
木
く
ず
は
年
間
約

３
万
５
，０
０
０
ト
ン
で
、
今
後
は
食
品
残
さ
な
ど
の

利
用
も
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
「
い
か
に
需
要
を
伸
ば
し
て
安
定
し
た
販
路
を
確
保

す
る
か
」
が
課
題
で
す
が
、
エ
タ
ノ
ー
ル
を
混
合
し
た

Ｅ
３
燃
料
を
販
売
し
て
い
る
ス
タ
ン
ド
は
大
阪
府
内
に

10
カ
所
程
度
し
か
な
く
、
バ
イ
オ
燃
料
の
普
及
が
進
ん

で
い
る
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
比
べ
る
と
、
日
本
で
は
な
か

な
か
需
要
が
伸
び
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

現
在
、
新
し
い
利
用
法
と
し
て
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
か
ら
燃
料
電
池
や
水
素
自
動
車
の
燃
料
に
な
る
高
純

度
水
素
を
製
造
す
る
技
術
が
開
発
さ
れ
、
製
品
化
に
向

け
た
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
よ
り
収
率
の
高
い
発
酵
法
で
あ
る
「
ア
ル

カ
リ
法
」
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
て
、
実
用
化
さ
れ

る
と
生
産
量
の
増
加
や
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　株式会社昭建では、湖南市石部の自社工場内の1万
7,200平方メートルの敷地に、出力322ワットのソーラー
パネル5,600枚を設置した、滋賀県初のメガソーラーを
建設、来年3月の稼働を目指しています。
　総発電量は170万キロワットで、一般家庭の500世帯
分の使用電力に相当する発電量になります。再生可能エ
ネルギーの固定価格買い取り制度に基づき、すべてを関
西電力に売却することになっています。
　原油換算で年間約430キロリットルのエネルギーを削減
し、年間約530トンのCＯ₂排出を抑えることになります。

滋賀県内初のメガソーラー
株式会社昭建が湖南市に建設

株式会社昭建
大津市浜大津二丁目５-９　　TEL：077-525-5131
http://www.kk-shoken.co.jp/

株式会社DINS堺 バイオエタノール事業所
堺市西区築港新町4丁2-7
連絡窓口　堺市環境局環境都市推進室

堺太陽光発電所
堺市西区築港新町4丁
連絡窓口　堺市文化観光局観光部観光企画課

「大阪ベイエリア・堺次世代エネルギーパーク」の各施設の特徴や見学予約の方法など
については、以下の堺市のサイトをご参照ください。
http://www.city.sakai.lg.jp/city/info/_kanto/enepa.html

関西国際空港への帰着便の窓から見える「SOLAR SAKAI」の文字

廃木材を選別する前処理設備

糖液にKO11を加えてエタノール発酵を行う発酵設備

低濃度のエタノールは、濃縮・蒸留・脱水設備でガソリンに添加できる品質に
精製される。

株式会社DINS堺 バイオエタノール事業所

甲子園球場５個分の敷地一面に設置されたソーラーパネル
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株
式
会
社
ワ
タ
セ
は
近
江
八
幡
市
安
土
町
で
４
代

続
く
寝
具
製
造
販
売
会
社
。
辻
貴
史
社
長
は
、『
家

業
を
企
業
に
育
て
る
』
こ
と
を
決
意
し
て
、
新
し
い

企
業
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し
、
新
製
品
の
開
発
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
な
ど
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
従
来
の
ふ
と
ん
屋
さ
ん
の
守
備
範
囲
と

な
る
時
間
を
前
後
２
時
間
延
長
し
て
、
夕
方
の
７
時

か
ら
午
前
10
時
ま
で
を
「
ネ
ム
ネ
ム
の
時
間
」
と
し
、

そ
の
時
間
帯
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

商
品
を
提
案
す
る
た
め
、
寝
具
の
ほ
か
に
ホ
ー
ム
ウ

エ
ア
や
雑
貨
な
ど
を
揃
え
た
「
ね
む
ね
む
は
う
す
」

を
平
成
元
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
12
年
に
は
、
寝
姿
勢
や
睡
眠
の
行
動

学
の
研
究
か
ら
開
発
さ
れ
た
「
み
の
む
し
ふ
と
ん
」

を
発
表
し
、
特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。
み
の
む
し
ふ

と
ん
の
特
徴
は
、
立
体
構
造
な
の
で
寝
返
り
し
や
す

く
、
掛
け
布
団
が
ず
り
落
ち
る
こ
と
な
く
、
頭
部
や

肩
口
の
冷
え
が
な
い
の
で
寒
い
季
節
に
熟
睡
で
き
る

と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
協

力
に
よ
り
、
人
間
工
学
の
感
能
試
験
の
手
法
を
用
い

て
、
す
っ
ぽ
り
と
包
ま
れ
る
こ
と
で
精
神
的
な
安
心

感
が
得
ら
れ
る
こ
と
も
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
と
優
れ
た
機
能
性
で
、
発
売
以

来
通
販
サ
イ
ト
で
人
気
商
品
と
な
り
、
マ
ス
コ
ミ
で

も
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
辻
社
長
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
へ
ち

ま
の
繊
維
を
用
い
た
新
し
い
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
を
開
発

し
、
こ
れ
を
用
い
た
枕
な
ど
の
新
商
品
を
開
発
す
る

事
業
で
す
。
自
然
素
材
に
こ
だ
わ
り
、
近
江
本
麻
を

使
っ
た
布
団
を
商
品
化
し
た
辻
社
長
が
、
か
つ
て
は

滋
賀
県
の
特
産
品
で
あ
っ
た
へ
ち
ま
に
着
目
、
地
元

の
農
家
と
連
携
し
て
休
耕
田
で
へ
ち
ま
を
栽
培
し
、

商
品
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
き
っ
か
け
は
、「
耕

作
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
た

ま
ま
の
農
地
が
目
に
つ
く

よ
う
に
な
っ
た
た
め
」
と

言
う
辻
社
長
。「
米
を
作
っ

て
も
、
減
反
対
策
で
小
麦

な
ど
を
作
っ
て
も
、
農
家

は
利
益
が
出
な
い
う
え
、

後
継
者
不
足
が
ま
す
ま
す

耕
作
放
棄
地
を
増
や
す
こ

と
に
な
る
。
加
工
・
販
売

ま
で
を
考
え
た
６
次
産
業
化
に
よ
っ
て
、

付
加
価
値
の
高
い
農
作
物
を
生
産
す
る

シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
で
、
消
費
者
も
満

足
し
、
農
家
も
潤
う
三
方
よ
し
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
目
指
し
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
す
。

　

一
昨
年
か
ら
地
元
の
農
家
に
へ
ち
ま

の
栽
培
を
委
託
、
昨
年
に
は
経
済
産
業
省

や
農
林
水
産
省
が
支
援
す
る
農
商
工
連

携
事
業
に
選
ば
れ
、
神
戸
市
立
工
業
高
等

専
門
学
校
と
協
同
で
、
へ
ち
ま
の
加
工
技

術
の
開
発
や
機
能
性
試
験
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

低
反
発
ウ
レ
タ
ン
や
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
チ
ッ
プ
な
ど
の
従
来
の
ク
ッ
シ
ョ
ン

材
は
、
通
気
性
・
吸
湿
性
が
良
く
な
い
た

め
、
夏
は
蒸
れ
や
す
く
湿
っ
た
感
じ
が
す

る
と
い
っ
た
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。
へ
ち
ま
の
繊
維

は
立
体
形
状
で
通
気
性
、
吸
水
性
、
速
乾
性
、
弾
力

性
に
優
れ
て
い
る
う
え
、
重
量
は
ウ
レ
タ
ン
の
７
分

の
１
。
麻
や
麻
綿
な
ど
の
天
然
繊
維
と
組
み
合
わ
せ

て
、枕
の
ほ
か
抱
き
枕
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
、ベ
ッ
ド
パ
ッ

ト
等
に
加
工
す
る
こ
と
で
、
質
の
高
い
眠
り
を
提

供
で
き
る
製
品
に
な
る
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
「
売
り
手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
生
産
者
よ
し
」

だ
け
で
な
く
、「
快
眠
、
環
境
、

共
生
」
の
三
方
よ
し
に
も
つ
な

が
る
と
辻
社
長
。
現
在
は
試
作

段
階
で
す
が
、
量
産
に
向
け
て

準
備
を
進
め
、
来
年
に
は
商
品

化
が
実
現
す
る
予
定
で
す
。

　
竜
王
町
を
拠
点
に
活
躍
す
る
「
ち
あ
ば
ー
る
夢
組
」

は
、
平
均
年
齢
60
歳
の
チ
ア
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
。
見

る
人
を
元
気
に
し
て
く
れ
る
と
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
出
演
依
頼
が
急
増
し

て
い
ま
す
。

　
組
長
の
大
前
セ
ツ

子
さ
ん
に
、
元
気
の

秘
訣
や
チ
ア
ダ
ン
ス

の
魅
力
に
つ
い
て
う

か
が
い
ま
し
た
。

笑
顔
で
観
る
人
を
元
気
に
す
る

華
や
か
な
舞
台
が
チ
ア
ダ
ン
ス
の
魅
力

株式会社ワタセ
近江八幡市安土町下豊浦2番地
Tel 0748-46-2103
http://www.watase.co.jp/

農商工連携による
付加価値の高い製品開発を目指して

躍動感のある書体で書かれた
「ちあばーる夢組」の横断幕

手作りの衣装で出演した夏まつり

●�

チ
ア
ダ
ン
ス
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の

で
す
か
。

　

た
ま
た
ま
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
中
高
年
の
チ
ア

ダ
ン
ス
が
紹
介
さ
れ
て
、
そ
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象

的
で
、
年
を
と
っ
て
も
あ
ん
な
ふ
う
に
ス
テ
キ
な
笑

顔
で
い
ら
れ
た
ら
い
い
な
～
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か

け
な
ん
で
す
。

　

以
前
か
ら
リ
ズ
ム
体
操
を
習
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
リ
ズ
ム
体
操
の
講
師
の
国
本
正
子
先
生
に
チ
ア

ダ
ン
ス
を
や
っ
て
み
た
い
と
相
談
し
ま
し
た
。

●�
そ
れ
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
募
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

　

新
聞
の
折
り
込
み
に
メ
ン
バ
ー
募
集
の
広
告
を
入

れ
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
あ
の
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
な
く
て
、
ど
う
し
て

も
や
っ
て
み
た
い
と
、
知
り
合
い
な
ど
に
声
を
か
け

て
、
や
っ
と
５
、６
人
の
メ
ン
バ
ー
を
集
め
て
、
国

本
先
生
に
指
導
を
お
願
い
し
て
月
３
回
の
レ
ッ
ス
ン

が
始
ま
り
ま
し
た
。

●�

チ
ー
ム
の
名
前
が
ユ
ニ
ー
ク
で
す
ね
。

　

最
初
か
ら
チ
ー
ム
を
作
っ
た
ら
こ
の
名
前
に
し
よ

う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
一
般
的
な
チ
ア
ガ
ー
ル
の

よ
う
な
若
い
女
性
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
ま
で

も
元
気
で
ス
テ
キ
に
年
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
い
う

夢
を
託
し
ま
し
た
。

●�

そ
し
て
レ
ッ
ス
ン
の
成
果
を
発
表
さ
れ
る
機
会
が

あ
っ
た
の
で
す
ね
。

　

初
舞
台
は
地
域
の
老
人
会
の
集
ま
り
で
、
手
作
り

衣
装
で
「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
」
を
踊
り
ま
し
た
。

●�

高
齢
者
施
設
を
訪
問
し
た
り
、
県
内
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
出
演
さ
れ
る
機
会
も
増
え
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
み
な
さ
ん
の
反
響
は
い

か
が
で
す
か
。

　
「
若
い
ね
～
」「
元
気
を
も
ら
え

た
」「
笑
顔
が
良
か
っ
た
」「
楽
し

か
っ
た
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
方

が
多
く
て
、
と
て
も
励
み
に
な
り

ま
す
。「
息
子
の
結
婚
式
で
踊
っ
て
華
を
添
え
て
ほ

し
い
」
と
頼
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●�

活
動
を
続
け
て
い
く
う
え
で
何
か
ご
苦
労
は
あ
り

ま
す
か
。

　

メ
ン
バ
ー
全
員
、
や
る
気
は
あ
る
け
ど
体
が
付
い

て
こ
な
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
振
り
付
け
を
覚
え
る
の

に
時
間
が
か
か
る
し
、
忘
れ
や
す
い
。
そ
れ
に
、
み

ん
な
足
や
肩
や
腰
が
痛
い
の
を
だ
ま
し
だ
ま
し
や
っ

て
い
ま
す
。

●�

チ
ア
ダ
ン
ス
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
か
。

　

と
に
か
く
華
や
か
で
、
明
る
く
元
気
に
な
れ

る
こ
と
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
高
齢
者
施
設

で
も
手
品
や
日
舞
と
は
ま
た
違
っ
た
華
や
か

さ
が
あ
っ
て
い
い
と
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

●�
「
ち
あ
ば
ー
る
」
の
活
動
は
予
想
以
上
に
実

り
多
い
も
の
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

チ
ア
ダ
ン
ス
を
し
た
い
と
思
っ
た
ら
、
教
え

て
く
だ
さ
る
方
や
参
加
し
て
く
れ
る
友
人
、
応

援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
に
出
会
い
、
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
か
ら
出
演
し
て
ほ
し
い
と
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
、
つ
く
づ
く
人
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。町
で
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら「
ち
あ
ば
ー

る
の
お
ば
ち
ゃ
ん
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

世
の
中
全
体
が
な
ん
と
な
く
元
気
が
な
い
こ
ん
な

時
こ
そ
、
女
性
の
パ
ワ
ー
と
笑
顔
で
ま
わ
り
を
明
る

く
で
き
た
ら
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

ケ
ガ
の
な
い
よ
う
に
、
14
名
み
ん
な
で
元
気
に
楽
し

く
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大前セツ子さん
◯おおまえせつこ

ちあばーる夢組　組長
和歌山県生まれ。結婚を機に滋賀へ。子育てが終わり、何
かを始めてみたいと思っていた時にチアダンスに出会い、
平成19年にチアダンスグループ「ちあばーる夢組」を結成。
フラダンスやオカリナにも挑戦中。

眠りの研究から開発された「みのむしふとん」

へちまの繊維と試作品の枕

寝具のほかにホームウエアや雑貨など
を揃えた店内（上）
寝具を製造する工場が併設されている

（下）

「
元
気
を
も
ら
え
る
」
と
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

出
演
依
頼
が
増
え
て
い
る

【
６
次
産
業
】

第
１
次
産
業
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物
な
ど

を
加
工
し
て
、
販
売
ま
で
を
一
元
的
に
実

施
す
る
こ
と
。
加
工
す
る
第
２
次
産
業
、

販
売
す
る
第
３
次
産
業
の
１
と
２
と
３
を

足
し
、
も
し
く
は
掛
け
て
６
次
産
業
と
呼

ば
れ
る
。

休耕田を活用したへちま畑

社長の辻貴史氏
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「まなざし」
杉本　弘樹 ［滋賀県］

社
団
法
人
滋
賀
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会
長
賞

「
岩
場
の
手
品
師
」 

城
田

　祥
男 

﹇
京
都
府
﹈

「
一
心
同
体
」 

中
村

　真
也﹇
滋
賀
県
﹈

「
こ
け
ら
屋
根
」 

石
川

　賢
一 ﹇
高
知
県
﹈

B
B
C
び
わ
湖
放
送
株
式
会
社
賞

「
獅
子
奮
迅
」 

田
中

　貴
之 

﹇
大
阪
府
﹈

滋賀労働局職業安定部長賞

「がんばれかあちゃん」 新城　剛［滋賀県］

総数
応募者数 応募点数 第一部 第二部

県内
県外

内
訳

●主催／（社）滋賀県建設業協会
●後援／滋賀県、滋賀労働局、（株）滋賀産業新聞社、西日本建設業保証（株）滋賀支店、（社）滋賀県建

設産業団体連合会、滋賀県建設業協同組合、（社）滋賀県土木施工管理技士会、建設業労働
災害防止協会滋賀県支部、（独）勤労者退職金共済機構建退共滋賀県支部、びわ湖放送（株）

●協賛／滋賀県写真連盟、滋賀県カメラ材料商組合、株式会社　トミカラー

入場無料

滋賀県知事賞　
社団法人滋賀県建設業協会長賞
滋賀県写真連盟会長賞

第一部
「建設業にはたらく人々」
第二部
「滋賀の建造・構造物
   （橋、ダム〔堰堤、流路を含む〕・道路、トンネル）」

第18回

第一部「建設業にはたらく人々」
（デジカメ・カメラ可）

●審査員／滋賀県写真連盟　会長：永繁　昭　並びに主催者

評

滋賀県写真連盟会長　永繁　昭

真剣な眼差しで作業されている姿が目を引きます。特に手の動きがよかったと思います。

独立行政法人勤労者退職金共済機構建退共滋賀県支部長賞

「屋根職人」 八田　義明 ［滋賀県］

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
滋
賀
県
支
部
長
賞

「
吊
り
橋
塗
装
中
」 

木
村

　宏 

﹇
福
岡
県
﹈

全国各地から多数の作品が寄せられ、このコンテストの存在の大
きさがよく理解されます。特に上位の作品は力作揃いで順位を決
定するのに苦労しました。上位数点は素晴らしいと思います。
四ツ切りワイドの写真が、かなりの点数ありましたが、画面作りに
一考を与するものが多く見られました。
本年は特に実行委員会のご好意により、特別奨励賞を作っていた
だきました。この作品は、子どもたちの夢作りが大きく「ふくらむ」作
品になっています。

入賞作品展
のお知らせ

審査後記
●10月13日～10月14日　おうみしごと体験フェスタ
滋賀県立高等技術専門校（テクノカレッジ草津）                  
（滋賀県草津市青地町1093番地）

●10月27日　輝湖祭（短期大学文化祭）         
滋賀職業能力開発短期大学（ポリテクカレッジ滋賀）

●11月中旬　建設業雇用改善推進大会
大津プリンスホテル（予定）
（滋賀県大津市におの浜4-7-7）

●平成25年２月頃予　短期大学学生発表会         
滋賀職業能力開発短期大学（ポリテクカレッジ滋賀）
（滋賀県近江八幡市古川町1414）

187人
101人
86人

320点
173点
147点

163点
49点
114点

156点
124点
32点
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「
語
ら
い
の
小
径
」

藤
野

　直
子 

﹇
滋
賀
県
﹈〈
撮
影
場
所
／
大
津
市
〉

「
下
支
え
の
組
立
て
」 

湯
浅

　登
代
丸 

﹇
京
都
府
﹈

「
防
潮
堤
か
さ
上
げ
工
事
」 

水
島

　脩
行 

﹇
千
葉
県
﹈

「灼熱の屋根」 
宇田　毅 ［滋賀県］

「溶接作業」 
前田　頼利 ［滋賀県］

「大空の下」 
石森　文夫 ［福島県］

「月に見守られ」 
増田　恵 ［長野県］

「
夢
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
完
成
」 

武
内

　勇
雄 

﹇
愛
媛
県
﹈

「
息
が
合
っ
た
作
業
」 

藤
波

　喜
競 

﹇
埼
玉
県
﹈「真夏の現場はまめに一服」 

藤田　𠮷廣 ［滋賀県］

「
工
事
運
行
表
」 

杉
浦

　幸
男 

﹇
愛
知
県
﹈

「
仕
上
は„
ま
か
せ
ろ“
」 

上
田

　利
明 

﹇
滋
賀
県
﹈

「草津ＰＡを閉鎖して
　　 舗装をなおしています。」 
杉江　慶彦 ［滋賀県］

「
伝
統
の
技
」 

平
石

　宏
行 

﹇
京
都
府
﹈

滋
賀
県
知
事
賞

　社
団
法
人
滋
賀
県
建
設
業
協
会
長
賞

滋
賀
県
写
真
連
盟
会
長
賞

第二部「滋賀の建造・構造物（社寺仏閣・城）」
（デジカメ・カメラ可）

評

初
夏
の
石
ダ
タ
ミ
の
歩
道
を
行
く
学
生
を
取
り
入
れ
、奥
行
き
の
あ
る
作
品
に
仕
上
げ
ら
れ
た

作
者
の
感
性
の
高
さ
が
想
わ
れ
る
作
品
で
す
。

株
式
会
社
滋
賀
産
業
新
聞
社
長
賞

「
レ
ト
ロ
」 

湖
山

　昌
男 

﹇
奈
良
県
﹈〈
撮
影
場
所
／
大
津
市

　坂
本
ケ
ー
ブ
ル
〉

西日本建設業保証株式会社滋賀支店長賞

「古の遺産」 木下　正治［京都府］〈撮影場所／大津市坂本　日吉大社〉

「下水処理施設で働く作業員」 
服部　貴典 ［滋賀県］

特別奨励賞
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社団法人 滋賀県建設産業団体連合会長賞

「夏休み」 岡田　健司 ［滋賀県］〈撮影場所／東近江市平柳町〉

「
夕
照
の『
瀬
田
の
唐
橋
』」 

山
田

　ま
さ
え﹇
滋
賀
県
﹈

〈
撮
影
場
所
／
大
津
市
瀬
田
〉

「
曲
線
美
」 

木
下

　博
貴 

﹇
愛
知
県
﹈

〈
撮
影
場
所
／
守
山
市

　琵
琶
湖
大
橋
〉

「
越
渓
橋
冬
景
色
」 

中
西

　博
樹 

﹇
滋
賀
県
﹈

〈
撮
影
場
所
／
東
近
江
市
政
所
〉

「こっちへおいで！」 
強力　美津雄 ［滋賀県］〈撮影場所／米原市〉

「水音」 
小島　守 ［滋賀県］
〈撮影場所／高島市朽木〉

「青土ダム」 
大町　誠一 ［滋賀県］
〈撮影場所／甲賀市土山町青土〉

「公園」 
大嶋　武夫 ［愛知県］
〈撮影場所／高島市新旭町〉

「里の橋」 
前河　栄次 ［滋賀県］
〈撮影場所／犬上郡多賀町〉

「未来への旅立ち」 
桑原　達夫［滋賀県］〈撮影場所／甲賀市信楽町〉

「朝の落差工」 
黒田　収 ［滋賀県］〈撮影場所／野洲市〉

「峠道」 
武藤　繁一 ［滋賀県］
〈撮影場所／高島市小入谷〉

B
B
C
び
わ
湖
放
送
株
式
会
社
賞

「
春
の
か
わ
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」 

西
田

　叔
弘 

﹇
滋
賀
県
﹈

〈
撮
影
場
所
／
近
江
八
幡
市
〉

滋賀県建設業協同組合理事長賞

「夏の夢」田中　博文 ［滋賀県］〈撮影場所／大津市伊香立〉

「
美
形
橋
」 

池
田

　孝
保﹇
滋
賀
県
﹈

〈
撮
影
場
所
／
大
津
市
志
賀
〉

「猫バス街道」 
兼光　喜一郎［滋賀県］
〈撮影場所／大津市大鳥居〉

「
マ
キ
ノ
の
休
日
」 

小
川

　正 

﹇
滋
賀
県
﹈

〈
撮
影
場
所
／
高
島
市
マ
キ
ノ
町
〉

「
冬
の
ダ
ム
」 

北
川

　孝﹇
滋
賀
県
﹈

〈
撮
影
場
所
／
犬
上
郡
甲
良
町
〉

1213



三
大
宝
建
設
株
式
会
社

　滋
賀
県
栗
東
市
御
園

　　代
表
取
締
役
社
長
　安
藤  

玲
子

“
心
一
つ
で
苦
も
楽
と
な
る
”

大
切
な
こ
と
は
夢
を
失
わ
な
い
こ
と

こ
れ
ま
で
の
道
の
り 

　

昭
和
45
年
設
立
の
三
大
宝
建
設
株
式
会
社
は
、
土

木
工
事
、
舗
装
工
事
、
解
体
工
事
の
ほ
か
、
産
業
廃

棄
物
ガ
レ
キ
類
の
中
間
処
理
及
び
収
集
運
搬
、
再
生

砕
石
な
ど
の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
社
設
立
に
当
た
っ
て
、
夢
と
希
望
を
込
め
て
社

名
を
「
大
宝
建
設
」
と
名
付
け
た
と
こ
ろ
、
す
で
に

同
名
で
届
出
を
出
し
て
い
た
他
社
か
ら
社
名
変
更
依

頼
を
受
け
、
安
藤
玲
子
社
長
の
旧
姓
「
三
崎
」
の

「
三
」
を
付
け
て
「
三
大
宝
（
み
だ
い
ほ
う
）」
と
変

更
さ
れ
る
予
定
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、「
さ
ん
だ
い

ほ
う
」
と
読
む
人
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、「
さ
ん
だ
い
ほ
う
」
を
そ
の
ま
ま
社
名
に
さ
れ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

先
代
社
長
で
あ
る
ご
主
人
と
重
機
１
台
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
、
二
人
三
脚
で
会
社
の
経
営
に
携
わ
っ

た
安
藤
社
長
は
、
ご
主
人
が
若
く
し
て
他
界
さ
れ
た

後
、
２
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
な
が
ら
、
代
表
と
し

て
経
営
の
か
じ
取
り
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
公
共
工
事
が
減
り
、

同
業
者
が
ど
ん
ど
ん
淘
汰
さ
れ
る
中
で
、
経
営
の
効

率
化
な
ど
に
知
恵
を
絞
り
、
社
員
と
力
を
合
わ
せ
て

困
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
い
つ
も
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
お
陰

で
、
目
標
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で

こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
道

の
り
を
振
り
返
ら
れ
ま
す
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の�

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
開
発

　

厳
し
い
時
代
で
も
な
ん
と
か
夢
の
あ
る
仕
事
を
し

た
い
と
、
下
水
汚
泥
処
理
に
よ
っ
て
生
じ
る
溶
融
ス

ラ
グ
の
有
効
利
用
促
進
と
、
環
境
に
配
慮
し
た
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
製
品
づ
く
り
を
目
標
に
掲
げ
て
、
平
成

18
年
か
ら
下
水
溶
融
ス
ラ
グ
を
再
生
処
理
し
た
路
盤

材
の
研
究
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
有
効
な
処
理
方

法
の
な
か
っ
た
廃
瓦
を
混
合
す
る
こ
と
で
、
安
全
性

が
高
く
安
価
で
良
質
な
下
層
路
盤
材
の
開
発
に
成
功

し
ま
し
た
。
立
命
館
大
学
建
設
保
全
工
学
研
究
室
の

建
山
和
由
教
授
の
協
力
を
得
て
、
製
品
の
適
性
度
や

安
全
性
の
検
証
を
行
っ
た
結
果
、
優
良
な
路
盤
材

で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
県
の
「
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
認
定
」
を
受
け
て
公
共
工
事
に
も
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

同
社
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
建
設
副
産
物
対
策

近
畿
地
方
連
絡
協
議
会
か
ら
、「
平
成
23
年
度
近
畿

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
表
彰
」
の
再
生
資
源
化
部
門
の
奨

励
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
全
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
開
発
に
取
り
組
ん
だ

結
果
」
と
、
社
員
の
が
ん
ば
り
を
評
価
す
る
安
藤
社

長
。
受
賞
を
励
み
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
工
事
や
製

品
開
発
で
、
な
お
一
層
社
会
的
責
任
を
果
た
す
企

業
を
目
指
し
た
い
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

夢
は“
サ
ク
ラ
の
工
場
”で�

迎
え
る
50
周
年

　

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
取
得
の
ほ
か
、
滋
賀

県
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
に
登

録
す
る
な
ど
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん

で
き
た
同
社
で
は
、「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

環
境
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し

た
い
」
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
地
元
の
中
学
生
を

対
象
に
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で
の
５
～
７
日
間
の
体
験

学
習
を
毎
年
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
長
年
の
社
会
貢
献
活
動
が
評
価
さ
れ

て
、
平
成
24
年
度
の
全
国
建
設
業
協
会
の
「
建
設

業
ふ
れ
あ
い
活
動
」
で
功
労
者
表
彰
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
に
は
、「
３
Ｋ
と
言
わ
れ
る
建

設
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
で
も
払
拭
し
て
、
地
域

の
方
々
に
お
花
見
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、“
サ
ク
ラ

の
工
場
”
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
、
約

８
０
０
０
坪
あ
る
同
社
の
敷
地
周
り
に
サ
ク
ラ
の
木

を
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
創
立
50
周
年
の
節
目
に
は
、
見
事
に
咲
い
た
サ

ク
ラ
の
花
に
囲
ま
れ
て
、
記

念
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

た
い
。
そ
れ
を
目
標
に
、
健

康
に
留
意
し
て
、
い
つ
も
明

る
く
、
笑
顔
と
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
が
ん
ば
り
た

い
」
と
言
う
安
藤
社
長
が
、

つ
ね
に
心
に
念
じ
唱
え
て
こ

ら
れ
た
の
は
、“
世
の
中
は　

心
一
つ
の
置
き
処　

苦
も
楽

と
な
り　

楽
も
苦
と
な
る
”

と
い
う
こ
と
ば
で
す
。

　

お
話
の
中
で
、「
先
行
き
が

不
安
な
今
こ
そ
、
夢
や
ビ
ジ
ョ

ン
を
掲
げ
、
そ
の
達
成
に
向

け
て
社
員
が
心
を
一
つ
に
し

て
が
ん
ば
れ
る
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
」
と
い
う
こ
と
ば
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

平成24年度全国建設業協会の「建設業ふれあい活動」で功
労者表彰を受賞 社屋

敷
地
周
り
に
植
樹
さ
れ
た
サ
ク
ラ
の
若
木

清掃活動など地域貢献活動にも積極的
に取り組んでいる

本社敷地内にある産業廃棄物の処理・再生プラント

土
木
工
事
、
解
体
工
事
の
ほ
か
産
業
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
で
も
優
れ
た

実
績
を
有
し
て
い
る

下鈎甲区内22号線交差点改良工事

国
道
号
4
2
2
道
路
改
築
工
事

15 14



クイズパズル

柳
ケ
瀬
ト
ン
ネ
ル

●
長
浜
市
／
敦
賀
市

鉄
道
創
業
期
を
物
語
る

歴
史
的
建
造
物

　

明
治
新
政
府
が
東
京
・
横
浜
間
、
京
都
・

神
戸
間
、
敦
賀
・
米
原
（
後
に
敦
賀
・
長

浜
間
に
変
更
）
間
の
鉄
道
敷
設
を
計
画
し

た
の
は
明
治
２
年
の
こ
と
。
敦
賀
線
は
、

日
本
海
側
と
太
平
洋
側
を
結
ぶ
新
政
府
の

国
家
的
事
業
と
し
て
、明
治
13
年
に
着
工
、

翌
年
に
は
金
ケ
崎
・
疋
田
間
で
貨
物
輸
送

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

難
工
事
の
た
め
柳
ケ
瀬
ト
ン
ネ
ル
が
未

完
成
の
ま
ま
、
明
治
15
年
に
は
金
ケ
崎
・

洞
道
口
間
、
柳
ケ
瀬
・
長
浜
間
の
運
輸
営

業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
ト
ン
ネ
ル
完

成
ま
で
の
２
年
間
、
乗
客
は
洞
道
西
口
と

柳
ケ
瀬
間
の
山
道
を
歩
い
て
往
復
し
ま
し

た
。

　

す
べ
て
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て
、
明
治

17
年
に
完
成
し
た
柳
ケ
瀬
ト
ン
ネ
ル
は
、

当
時
日
本
最
長
の
全
長
１
３
５
２
メ
ー
ト

ル
で
、
滋
賀
県
側
の
出
入
り
口
に
は
伊
藤

博
文
の
筆
に
よ
る
石
額
「
萬
世
永
頼
（
ば

ん
せ
い
え
い
ら
い
）」（
い
つ
ま
で
も
長
く

頼
り
に
す
る
と
い
う
意
味
）
が
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。
現

在
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
石
額

は
長
浜
鉄
道

ス
ク
エ
ア
に

保
存
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
上
部
は
レ
ン
ガ

造
り
の
ア
ー
チ
、
下
部
は

石
積
み
で
、
明
治
初
期
の

ト
ン
ネ
ル
技
術
を
伝
え
る

歴
史
的
建
造
物
で
す
。

　

開
業
当
初
、
１
日
に
旅
客
と
貨
物
が
そ

れ
ぞ
れ
３
往
復
し
て
い
ま
し
た
が
、
片
道

２
時
間
あ
ま
り
か
か
り
、長
浜
駅
か
ら
は
、

湖
上
を
大
津
ま
で
結
ぶ
鉄
道
連
絡
汽
船
が

運
航
し
て
い
ま
し
た
。

廃
線
後
も

道
路
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
活
躍

　

全
通
し
た
敦
賀
線
は
、
国
際
貿
易
港
と

し
て
に
ぎ
わ
う
敦
賀
と
京
阪
神
を
結
ぶ
輸

送
の
効
率
化
に
貢
献
し
ま
し
た
が
、
年
々

輸
送
量
が
増
す
に
つ
れ
、
貨
車
が
長
く
重

く
な
り
、
１
０
０
０

分
の
25
と
い
う
急
勾

配
の
あ
る
柳
ケ
瀬
ト

ン
ネ
ル
内
を
ス
ム
ー

ズ
に
通
過
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

勾
配
を
上
り
切
る

た
め
に
中
之
郷
駅
で

補
助
機
関
車
が
連
結

さ
れ
ま
し
た
が
、
ト

ン
ネ
ル
内
で
列
車
が
立
ち
往
生
し
て
、
機

関
士
や
乗
客
が
ば
い
煙
で
窒
息
す
る
事
故

が
何
度
も
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
列

車
が
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
と
開
閉
式
の
幕
で

入
り
口
を
ふ
さ
い
で
空
気
の
供
給
を
絶

ち
、
列
車
の
後
方
の
気
圧
を
低
く
す
る
こ

と
で
、
煙
が
列
車
の
後
方
に
吸
い
寄
せ
ら

れ
、
ト
ン
ネ
ル
上
部
に
設
け
ら
れ
た
換
気

口
か
ら
排
出
さ
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
か
ら
、
近
江
塩
津
経
由
の
深

坂
ト
ン
ネ
ル
新
ル
ー
ト
が
計
画
さ
れ
、

１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
に
着
手
し
ま
し

た
が
、
戦
争
の
影
響
等
に
よ
り
新
ル
ー
ト

の
完
成
は
１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
に
な

り
ま
し
た
。

　

新
線
の
開

通
と
と
も
に

旧
線
は
「
柳

ケ
瀬
線
」
と

い
う
ロ
ー
カ

ル
線
に
な
り

ま
し
た
が
、

利
用
客
の
減
少
で
昭
和
39
年
５
月
11
日
を

も
っ
て
鉄
道
営
業
を
廃
止
、
鉄
道
に
代

わ
っ
て
国
鉄
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
路
盤
は

国
道
や
バ
ス
専
用
道
と
し
て
使
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
柳
ケ
瀬
ト
ン
ネ
ル
は
福
井
県

道
・
滋
賀
県
道
１
４
０
号
敦
賀
柳
ケ
瀬
線

の
道
路
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
幅
員
４
．２
メ
ー
ト
ル
、
有
効
高

４
メ
ー
ト
ル
し
か
な
い
た
め
、
入
り
口
に

信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
、
１
車
線
の
交
互

通
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

柳
ケ
瀬
ト
ン
ネ
ル
は
現
在
も
使
用
さ
れ

て
い
る
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
、
２
番
目
に
古

い
ト
ン
ネ
ル

で
、
平
成
15

年
に
土
木
学

会
選
奨
土
木

遺
産
に
、
ま

た
平
成
20
年

に
は
経
済
産

業
省
近
代
化

産
業
遺
産
に

認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

【柳ケ瀬トンネル】
福井県敦賀市麻生口／滋賀県長浜市余呉町椿坂
長浜鉄道スクエア（旧長浜駅舎）
長浜市北船町1-41　TEL.0749-63-4091

　

週
に
１
、２
度
、
仕
事
を

終
え
た
後
に
職
場
周
辺
の

琵
琶
湖
畔
を
１
時
間
ほ
ど

走
っ
て
い
ま
す
。
若
い
頃

に
特
別
、
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ

た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
腰
痛
を
予
防

す
る
た
め
筋
力
を
付
け
て

自
己
管
理
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
走
り

始
め
ま
し
た
。

　

当
初
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
泳
い
で

い
た
の
で
す
が
、
も
う
少
し
運
動
量
の

あ
る
も
の
を
と
思
っ
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始

め
ま
し
た
。

　

基
礎
体
力
づ
く
り
が
主
目
的
で
す

が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
楽
し
め
る
程
度
に

走
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
県
内
外

で
開
催
さ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
に

時
々
出
場
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
山
道

を
走
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
に
も
参
加
し
ま

し
た
。

　

趣
味
と
言
え
ば
釣
り
に
も
よ
く
行
き
ま
す
。
子
ど

も
の
頃
か
ら
釣
り
に
親
し
み
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら

は
も
っ
ぱ
ら
大
物
を
狙
っ
た
磯
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

主
に
小
浜
方
面
へ
行
く
の
で
す
が
、
釣
り
仲
間
と

出
か
け
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、
１
人
で
早
朝
出
船
す

る
船
に
間
に
合
う
よ
う
に
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
70
～
80
セ
ン
チ
の
真
鯛
、
ヒ
ラ

マ
サ
な
ど
を
狙
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
っ
た
く
釣
れ
な

い
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
釣
り
を
し
な
い
人
に
は

「
何
が
楽
し
い
の
か
」
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
獲

物
が
か
か
る
の
を
待
つ
時
間
が
楽
し
み
で
す
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
、
釣
り
の
ほ
か
に
、
時
々
山
登
り
も

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
新
雪
の
比
良
山
、
残
雪
時
や
紅

葉
の
北
ア
ル
プ
ス
に
出
か
け
ま
す
。
時
々
、
気
の
合

う
仲
間
と
自
宅
で
「
情
熱
の
会
」
と
い
う
の
を
や
っ

て
い
ま
す
。
撮
っ

て
き
た
写
真
を
モ

ニ
タ
ー
に
映
し
出

し
、
山
行
を
振
り

返
り
、
飲
ん
だ
り

食
べ
た
り
し
て
い

ま
す
。

腰痛予防のために始めたランニング
オフタイムもアウトドアで
オンタイム

株式会社桑原組　　菅　豊三郎

柳ケ瀬トンネル

旧余呉町に残る中之郷駅跡。プラッ
トホームがそのまま残されている。

滋
賀
県
側
の
柳
ケ
瀬
ト
ン
ネ
ル
東
口

福
井
県
側
に
建
て
ら
れ
た
土
木
学
会
選
奨

土
木
遺
産
の
プ
レ
ー
ト

鉄道スクエアに展示されている「萬世永頼」の
石額と、難工事の状況を綴った「柳瀬洞道碑」

福井県側のトンネル西口

旧長浜駅舎

釣り上げた70㎝の真鯛を持って記念撮影

険しい山道を走るトレイルランに参加した

質
問
の
答
え
を
ａ
、
ｂ
か
ら
選
ん
で
く
だ

さ
い
。

ａ
か
ｂ
、
正
解
が
多
い
の
は
ど
ち
ら
？

ヒ
ン
ト　

特
集
「
話
題
の
焦
点
」　　

１
．
日
本
最
大
級
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
「
堺
太
陽
光
発

電
所
」
の
広
さ
は
？

　
ａ　

甲
子
園
球
場
約
５
個
分

　

ｂ　

皇
子
山
球
場
約
６
個
分

２
．「
堺
太
陽
光
発
電
所
」
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の

傾
斜
角
度
は
？

　
ａ　

15
度

　

ｂ　

30
度

３
．
飛
行
機
か
ら
「
堺
太
陽
光
発
電
所
」
を
見
た
時

に
見
え
る
文
字
は

　
ａ　

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ 

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ

　

ｂ　

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ 

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ

４
．
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
原
料
と
し
て
一
般
的
な

の
は

　
ａ　

サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

　

ｂ　

古
新
聞
や
古
雑
誌

５
．
木
材
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を
作
る
際
に
有
効
な
遺

伝
子
組
み
換
え
菌
は

　
ａ　

Ｔ
Ｋ
Ｏ
11

　

ｂ　

Ｋ
Ｏ
11

６
．
Ｅ
３
燃
料
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
含
有
率

は
？

　
ａ　

33
％

　

ｂ　

３
％

７
．
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
を
推
進
し
て
い
る

の
は
？

　
ａ　

経
済
産
業
省

　

ｂ　

環
境
省
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共
助
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

地
域
の
み
な
さ
ん
と

「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」を
製
作

取材 話

新建築を見ていると時代の移り変わりがよくわかり、参考
になります。　　　　　　　　　　　　  （下山　博さん）

守山市の旧中山道にできた新しい憩いの場
「うの家」が、まちの活性化につながることを
期待しています。　　　　   （山岡周夫さん）

私も78歳の時に東京タワーの階段を徒歩で上り、認定証
をゲットしました。　　　　　　　　　　（藤波喜競さん）

高
島
と
ん
ち
ゃ
ん

（
高
島
市
）

今津の食堂　モーモーとんちゃん
高島市今津町深清水1012-６
☎0740-22-0410
11：30〜14：30
17：00〜23：00　無休

以下の２店でも高島とんちゃんのメニューがあります。
天平フーズ

☎0740-25-5225
うおさい（道の駅 「藤樹の里あどがわ」内）

☎0740-32-1602

　

昭
和
30
年
代
中
頃
か
ら
安
曇
川
町
の
鶏
肉
店
が
販

売
し
た
、
み
そ
ベ
ー
ス
の
タ
レ
に
漬
け
た
味
付
け
鶏

肉
の
こ
と
を
、
地
元
の
人
々
は
親
し
み
を
込
め
て
「
と

ん
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。

　

庶
民
が
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
ご
馳
走
だ
っ
た
「
と

ん
ち
ゃ
ん
」
を
高
島
の
新
し
い
郷
土
食
に
し
よ
う
と
、

高
島
市
今
津
町
で
飲
食
店
を
経
営
す
る
藤
原
尽
志
さ

ん
は
、
今
年
「
高
島
と
ん
ち
ゃ
ん
組
合
」
を
設
立
し

ま
し
た
。

　

藤
原
さ
ん
の
家
も
、
先
々
代
か
ら
始
ま
っ
た
鶏
肉

生
産
販
売
農
家
で
、
こ
ち
ら
で
は
代
々
醤
油
ベ
ー

ス
の
「
と
ん
ち
ゃ
ん
」
を
製
造
販
売
し
て
い
ま

し
た
。
昨
年
先
代
の
焼
肉
店
を
引
き
継
い
だ

「
今
津
の
食
堂　

モ
ー
モ
ー
と
ん
ち
ゃ
ん
」

で
、
藤
原
さ
ん
は
塩
系
や
唐
揚
げ
の
と

ん
ち
ゃ
ん
、
郷
土
料
理
の
「
し
ょ
い
め

し
（
炊
き
込
み
ご
飯
）」
に
と
ん
ち
ゃ

ん
や
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
載
せ
た
「
高

島
と
ん
ち
ゃ
ん
丼
」
な
ど
、
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
づ
く
り
に
工
夫
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　

皮
が
サ
ク
サ
ク
で
、
中
は
伝
統
の
タ

レ
が
よ
く
し
み
た
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
や
わ
ら
か
い
特
大
の

唐
揚
げ
が
、
発
売
以
来
話
題
に
な
り
、
今
年
の
滋
賀
Ｂ

級
グ
ル
メ
バ
ト
ル
で
は
堂
々
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
地
元
や
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
に
も
出
店
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
う
ほ
か
、
勉
強
会
を
開

い
て
新
し
い
調
理
法
の
開
発
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

現
在
、
同
店
の
ほ
か
、
市
内
に
と
ん
ち
ゃ
ん
を
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
飲
食
店
が
数
店
あ
り
ま
す

が
、
今
後
は
飲
食
店
や
民
宿
、
観
光
施
設
な
ど
加
盟

店
を
増
や
し
て
、
も
っ
と
知
名
度
を
あ
げ
て
い
く
予

定
で
す
。

　
「
い
つ
か
〝
高
島
と
ん
ち
ゃ
ん
サ
ミ
ッ
ト
〟
を
開
催

し
た
い
」
と
言
う

藤
原
さ
ん
。
ふ
な

ず
し
や
近
江
牛
と

並
ぶ
滋
賀
の
郷
土

料
理
に
し
て
、
地

域
を
盛
り
上
げ
た

い
と
い
う
夢
を
抱

い
て
い
ま
す
。

　今シーズンの夏も連日暑い日が続き、とても汗を良くかく私にとっては、
夏は試練の季節です。そんな試練の中、体調を壊すことなく毎日楽しく生
活出来たことはうれしく、私に関わって下さった方々のおかげだと感謝して
おります。　　　　
　今回掲載されている記事の取材には、ほぼすべてに同行させて頂くこと
が出来ました。建設業だけに留まらず、多数の業種、サークルの代表の方
の話をお聞きし、恐れながら、私が共通して感じさせて頂いたことは、「対
内外的にご自分の周りの方々の役に立ちたい」という思い、「周りの方に対
して大切に接する」という思い、「今後のことを楽しく語られている」強い
思いを感じました。大変いい刺激を受け、自分自身が前向きになるいいパ
ワーを頂くことが出来ました。ありがとうございました。
　また、９月の初旬に大阪の堺市にある日本最大のメガソーラー施設を見
学しました。広大な敷地に、多額の費用をかけて生まれた電気を生み出す
施設は、その場所に着いた瞬間、「わ～、ひろ～」と、私、かなり驚いておりました。数十年先の事も考えて
の計画、１番効率のいい設置仕方、施工方法、そして費用をかけずに行えるメンテナンスの方法等、大変興味
の持てる話をお聞き出来ました。が、これだけの施設で発電される電気も電力全体の0.007％だということに驚
き、これからの課題はまだまだたくさんあるのだと考えさせられました。
　最後に、口と十（プラス）を合わせて叶うという漢字になるように、プラスな言葉で前向きな思いになるよう、
今後も建設業が盛り上がっていくよう、微力ながらお手伝いさせて頂きたいと思います。

　

今
号
の
特
集
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
レ

ポ
ー
ト
」
で
は
、
忙
し
い
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て

６
名
の
広
報
委
員
の
方
々
が
取
材
に
同
行
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

厳
し
い
残
暑
の
残
る
９
月
初
旬
に
「
大
阪
ベ
イ

エ
リ
ア
・
堺
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」
を

訪
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
。「
堺
太
陽
光
発

電
所
」
で
は
、
建
設
や
維
持
管
理
の
コ
ス
ト
を

削
減
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
感
心
す
る
こ
と
し

き
り
で
し
た
。
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
関
西

電
力
堺
港
発
電
所
Ｐ
Ｒ
館
の
大
庭
勝
美
副
館
長
、

窓
口
と
な
っ
て
い
た
だ
い
た
堺
市
文
化
観
光
局

の
澤
田
克
生
様
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
訪
問
し
た
株
式
会
社

Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
堺 

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
事
業
所
で
は
、
建
設
業
と
関

わ
り
の
深
い
廃
木
材
を
有
効
利

用
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
技

術
が
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
案
内
を
し
て

い
た
だ
い
た
業
務
課
の
徳
原
一

浩
課
長
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
集
以
外
の
取
材
に

も
、
委
員
の
み
な
さ
ん
が
時
間

の
許
す
限
り
同
行
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
滋
賀
県
平
和
祈
念
館
で
は
、
滋
賀
県

に
も
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
大
勢
お
ら
れ
る

こ
と
や
、
県
民
の
暮
ら
し
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
、
施
設
を
見
学
で
き
て

と
て
も
良
か
っ
た
と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

余
談
で
す
が
、
行
く
先
々
で
お
い
し
い
ラ
ン
チ

が
で
き
る
お
店
を
見
つ
け
る
こ
と
も
、
取
材
の
大

き
な
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
高
島
と
ん
ち
ゃ

ん
」
の
取
材
を
兼
ね
て
、「
今
津
の
食
堂
モ
ー
モ
ー

と
ん
ち
ゃ
ん
」
で
は
、
お
い
し
く
て
ボ
リ
ュ
ー
ム

満
点
の
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
大
切
な
命
を
守
り
、
で
き

る
だ
け
被
害
を
減
ら
し
て
、
万
が
一
、
被
害
に
あ
っ
て
も
立
ち
直

る
力
を
養
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
全
国
で
「
防
災
意
識
」
を
高
め

る
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
（
社
）
滋
賀
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
で
は
、
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る
共
助
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」
を
製
作
し
、
設
置
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

通
常
時
は
ベ
ン
チ
と
し
て
利
用
し
、
非
常
時
に
は
「
か
ま
ど
」

と
し
て
炊
き
出
し
に
利
用
で
き
る
も
の
で
、
非
常
時
に
地
域
住
民

が
集
ま
る
公
共
公
園
や
地
方
自
治
体
の
緑
地
公
園
等
の
施
設
に
無

料
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
製
作
に
当
た
っ
て
は
、
彦
根
工
業
高
校

で
製
作
さ
れ
た
も
の
を
ヒ
ン
ト
に
、
各
地
域
の
住
民
と
共
に
作
業

を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

郷土料理「しょいめし」に
とんちゃんを載せた

「高島とんちゃん丼」

三
代
続
い
た
味
を
守
り
続
け
る
藤
原

さ
ん
一
家

秘伝の塩で味付けした塩焼きとんちゃん

サクサクジューシーな
とんちゃん唐揚げ

高島市海津地域のみなさん
が参加して、かまどベンチ
づくりを行いました。

1819
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